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資
源
の
ひ
と
つ
と
し
て
活
用
を
模
索
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る（

２
）
。
そ
の

取
り
組
み
に
携
わ
る
一
人
と
し
て
、
歴
史
書
と
し
て
の
側
面
ば
か
り
注
目
さ
れ

が
ち
な
『
日
本
書
紀
』
の
文
学
的
な
魅
力
を
、
も
っ
と
発
見
し
発
信
し
て
い
き

た
い
と
い
う
思
い
も
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
日
本
書
紀
』
の
中
で
も
、
推
古
天
皇
代
に
お
け
る
記

述
に
つ
い
て
注
目
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

推
古
天
皇
を
は
じ
め
と
し
た
女
性
天
皇
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
明
治
期
の
喜

田
貞
吉
に
始
ま
り（

３
）
、
折
口
信
夫
に
代
表
さ
れ
る
、
女
帝
イ
コ
ー
ル
巫
女
と
い
う

説（
４
）
、
あ
る
い
は
井
上
光
貞
に
よ
っ
て
体
系
化
さ
れ
た
、
女
帝
イ
コ
ー
ル
中
継
ぎ

と
い
う
説（

５
）
、
の
大
き
な
二
つ
の
流
れ
を
形
成
し
た
と
い
え
る
。
そ
う
し
た
歴
史

学
の
成
果
は
文
学
研
究
に
お
い
て
も
援
用
さ
れ
、『
万
葉
集
』
に
み
え
る
「
中

皇
命
」
の
例
な
ど
か
ら
、「
女
帝
」
は
男
性
天
皇
の
中
継
ぎ
で
あ
る
と
い
う
と

ら
え
方
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
近
年
で
は
、
従
来
の
見
方
が
批
判
さ
れ
て
も
お

り
、
こ
と
に
推
古
天
皇
に
関
し
て
は
、
か
つ
て
の
蘇
我
馬
子
の
傀
儡
と
い
う
見

方
か
ら
、
む
し
ろ
台
頭
す
る
馬
子
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た
と
評
価
さ
れ
て

い
る（

６
）
。

周
知
の
と
お
り
、
歴
史
は
解
釈
で
あ
り
、
事
実
は
そ
れ
自
体
と
し
て
存
在
す

る
の
で
は
な
い（

７
）
。
認
識
論
の
問
題
以
前
に
、
歴
史
書
に
書
か
れ
て
い
る
か
ら
と

い
っ
て
そ
れ
が
事
実
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
必
ず
念
頭
に
置
い
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』

に
お
い
て
「
天
皇
」
と
い
う
称
号
は
、
神
武
天
皇
以
降
、
当
然
の
よ
う
に
用
い

一
　
は
じ
め
に

二
〇
一
五
年
四
月
に
、
明
日
香
村
と
桜
井
市
・
高
取
町
と
が
合
同
で
申
請
し

た
「
日
本
国
創
成
の
時
―
飛
鳥
を
翔
た
女
性
た
ち
―
」
が
、「
日
本
遺
産
」
に

認
定
さ
れ
た（

１
）
。
古
代
は
女
帝
の
時
代
と
も
い
わ
れ
、
こ
と
に
飛
鳥
は
初
の
女
性

天
皇
で
あ
っ
た
推
古
天
皇
が
誕
生
し
た
地
で
も
あ
る
。
ほ
か
に
も
、
日
本
初
の

出
家
者
は
善
信
尼
と
い
う
女
性
で
あ
っ
た
し
、
額
田
王
な
ど
の
女
性
歌
人
が
活

動
し
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。「
日
本
遺
産
」
と
は
、
そ
う
し
た
土
地
に
ま
つ
わ

る
特
色
を
通
じ
て
文
化
や
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
認
定
す
る
取
り
組

み
で
あ
り
、
観
光
ア
ピ
ー
ル
な
ど
に
つ
な
げ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
第
一
段

と
し
て
認
定
さ
れ
た
全
国
一
八
の
「
日
本
遺
産
」
の
う
ち
の
一
つ
が
、
当
館
の

所
在
地
で
あ
る
明
日
香
村
に
深
く
関
わ
る
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
興
味
深
く

感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
来
る
二
〇
二
〇
年
は
、『
日
本
書
紀
』
が
完
成
し
て
か
ら
一
三
〇
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
。
奈
良
県
は
「
記
紀
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
銘
打
ち
、

県
の
施
策
と
し
て
、『
古
事
記
』
一
三
〇
〇
年
と
あ
わ
せ
て
数
年
前
か
ら
文
化

『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
人
物
造
形

　
　
　
―
推
古
天
皇
代
の
物
語
性
―
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ば
、
そ
れ
は
一
種
の
幻
想
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

文
学
の
側
か
ら
そ
の
問
題
を
考
え
る
と
す
れ
ば
、
こ
と
に
時
代
を
隔
て
原
資

料
も
少
な
い
古
典
文
学
研
究
に
お
い
て
、
問
題
の
所
在
と
結
論
を
「
史
実
」
の

解
明
や
「
事
実
」
の
再
構
築
に
置
こ
う
と
す
れ
ば
、
仮
想
の
「
正
し
さ
」
と
い

う
呪
縛
に
絡
め
取
ら
れ
、
文
学
そ
の
も
の
を
と
ら
え
る
妨
げ
に
も
な
り
か
ね
な

い
。そ

う
し
た
考
え
か
ら
、
本
稿
に
お
け
る
問
題
の
所
在
と
考
察
の
対
象
と
し
て
、

記
述
さ
れ
た
言
葉
に
あ
ら
わ
れ
る
人
間
感
情
に
照
明
を
あ
て
る
こ
と
を
試
み
て

み
た
い
。
こ
と
に
、
最
初
の
女
性
天
皇
で
あ
る
推
古
天
皇
の
『
日
本
書
紀
』
に

お
け
る
描
か
れ
方
と
挿
入
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
着
目
す
る
。

二
　
最
初
の
女
性
天
皇

喜
田
貞
吉
が
「
女
帝
」
に
つ
い
て
整
理
し
た
よ
う
に
、
記
紀
に
「
天
皇
」
と

し
て
描
か
れ
て
い
な
い
神
功
皇
后
や
飯
豊
王
女
を
除
外
し
、「
女
帝
」
の
は
じ

め
と
い
え
る
の
が
推
古
天
皇
で
あ
る
。

「
女
帝
」
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
折
口
信
夫
の
巫
女
説
に
も
、
井
上
光
貞
の

中
継
ぎ
説
に
も
、
と
も
に
疑
問
点
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
折
衷
説
で
あ
る

上
田
正
昭
に
よ
る
三
期
に
亘
る
変
遷
を
み
る
説）

（1
（

に
も
、
や
は
り
問
題
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
研
究
経
緯
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
敦
史
氏
の
論
に
詳
し
い）

（（
（

。

日
本
史
上
に
登
場
す
る
女
性
天
皇
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ら
れ
る
が
、
現
時
点
で
出
土
木
簡
な
ど
か
ら
使
用
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、

天
武
天
皇
代
以
降
で
あ
る（

８
）
。
ま
た
、
人
型
埴
輪
の
出
現
年
代
に
つ
い
て
も
、『
日

本
書
紀
』（
巻
第
六
）
で
は
、
垂
仁
天
皇
二
十
八
年
と
さ
れ
て
お
り
、
単
純
に

計
算
す
れ
ば
紀
元
前
二
十
三
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
考
古
学
的
に
は
埴
輪

は
古
墳
時
代
（
三
～
七
世
紀
）
の
も
の
で
あ
り
、
人
型
埴
輪
に
至
っ
て
は
六
世

紀
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
人
型
埴
輪
が
誕
生
す
る
契
機
と
な
っ
た
と
し
て

『
日
本
書
紀
』
に
描
か
れ
て
い
る
大
量
殉
葬
の
風
習
も
、
考
古
学
的
に
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い（

９
）
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
歴
史
書
の
記
述
と
事
実
と
の
相
違
は
、
案
外
見
過
ご
さ

れ
が
ち
で
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。『
古
事
記
』と『
日
本
書
紀
』の
ど
ち
ら
が「
正

し
い
」
の
か
と
い
う
問
い
や
、『
日
本
書
紀
』
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
「
史
実
」

で
あ
り
『
古
事
記
』
や
『
万
葉
集
』
や
古
風
土
記
の
記
事
は
誤
謬
で
あ
る
と
い

う
よ
う
な
先
入
観
に
、
し
ば
し
ば
遭
遇
す
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

言
葉
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
事
象
は
、
物
事
の
あ
る
一
面
を
、
発

信
者
の
認
識
に
基
づ
い
て
言
葉
に
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
る
。
観
る
角
度
や
発

信
者
の
認
識
の
違
い
に
よ
っ
て
、
同
じ
事
件
で
も
様
相
は
驚
く
ほ
ど
異
な
る

場
合
が
あ
る
の
は
、
名
作
「
藪
の
中
」
の
例
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
史
書
を
読
む
時
点
に
お
い
て
解
釈
さ
れ
た
も
の
が
「
歴
史
」
で
あ
り
、

い
わ
ば
発
信
者
ご
と
に
、
読
者
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
真
実
」
が
あ
る
。
そ

れ
は
現
代
で
あ
ろ
う
が
古
代
で
あ
ろ
う
が
同
じ
で
あ
り
、
も
し
も
古
代
文
献
の

一
記
述
が
た
だ
ち
に
当
時
起
こ
っ
た
「
事
実
」
を
伝
え
て
い
る
と
み
な
す
な
ら
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が
軒
並
み
完
成
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

七
一
二
年　
『
古
事
記
』
成
立
（
元
明
天
皇
）

　

七
一
三
年　

風
土
記
編
纂
の
官
命
（
元
明
天
皇
）

　

七
二
〇
年　
『
日
本
書
紀
』
成
立
（
元
正
天
皇
）

　

七
五
一
年　
『
懐
風
藻
』
成
立
（
孝
謙
天
皇
）

　

七
五
九
年　
『
万
葉
集
』
最
終
歌　

※
こ
れ
以
降
に
歌
集
成
立

種
を
ま
き
育
て
た
の
は
そ
れ
以
前
の
男
性
天
皇
た
ち
で
あ
り
、
女
性
天
皇
た

ち
は
あ
く
ま
で
も
偶
然
、
完
成
の
時
期
に
行
き
あ
わ
せ
た
に
過
ぎ
な
い
、
と
い

う
言
い
方
も
可
能
で
は
あ
る
。

し
か
し
、
た
と
え
ば
『
古
事
記
』
の
序
文
を
信
じ
る
と
す
れ
ば
、
国
史
の
編

纂
を
命
じ
た
の
は
天
武
天
皇
で
あ
る
が
、
そ
の
没
後
に
途
絶
え
て
い
た
編
纂
事

業
の
完
成
を
命
じ
た
の
は
、
元
明
天
皇
で
あ
っ
た
と
い
う
。

是
に
、
天
皇
詔
ひ
し
く
、「
朕
聞
く
、
諸
の
家
の
齎
て
る
帝
紀
と
本
辭
と
、

既
に
正
實
に
違
ひ
、
多
く
虚
僞
を
加
へ
た
り
。
今
の
時
に
當
り
て
、
其
の

失
を
改
め
ず
は
、
幾
ば
く
の
年
も
經
ず
し
て
其
の
旨
滅
び
な
む
と
す
。
斯

れ
乃
ち
、
邦
家
の
經
緯
、
王
化
の
鴻
基
な
り
。
故
惟
み
れ
ば
、
帝
紀
を
撰

ひ
録
し
、
舊
辭
を
討
ね
竅
め
て
、
僞
を
削
り
實
を
定
め
て
、
後
葉
に
流
へ

む
と
欲
ふ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
時
に
舍
人
有
り
。
姓
は
稗
田
、
名
は
阿

　
　

　

１　

推
古
天
皇
（
第
三
三
代
／
在
位
五
九
二
～
六
二
八
）

　

２　

皇
極
天
皇
（
第
三
五
代
／
六
四
二
～
六
四
五
）

　

３　

斉
明
天
皇
（
第
三
七
代
／
六
五
五
～
六
六
一
）

　

４　

持
統
天
皇
（
第
四
一
代
／
六
八
六
～
六
九
七
）

　

５　

元
明
天
皇
（
第
四
三
代
／
七
〇
七
～
七
一
五
）

　

６　

元
正
天
皇
（
第
四
四
代
／
七
一
五
～
七
二
四
）

　

７　

孝
謙
天
皇
（
第
四
六
代
／
七
四
九
～
七
五
八
）

　

８　

称
徳
天
皇
（
第
四
八
代
／
七
六
四
～
七
七
〇
）

　

９　

明
正
天
皇
（
第
一
〇
九
代
／
一
六
二
九
～
一
六
四
三
）

　

（1　

後
桜
町
天
皇
（
第
一
一
七
代
／
一
七
六
二
～
一
七
七
〇
）

実
に
八
代
ま
で
は
飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
即
位
し
て
い
る
。
古
代
が
女

帝
の
時
代
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
重
祚
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に

は
八
人
、
古
代
だ
け
で
六
人
の
女
性
が
天
皇
位
に
就
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

女
帝
が
二
代
続
く
例
や
皇
后
経
験
者
で
な
い
例
が
あ
る
点
、
譲
位
制
や
皇
太
子

制
の
確
立
以
前
に
「
中
継
ぎ
」
と
い
う
概
念
が
成
立
し
得
な
い
点
な
ど
、「
古

代
の
女
帝
」
と
ひ
と
く
く
り
に
は
論
じ
得
な
い
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
、
彼
女
た
ち
の
治
世
は
、
中
央
集
権
国
家
を
目
指
す
過
程
や
完
成
に
伴

う
画
期
に
あ
た
っ
て
い
る
と
も
言
い
得
る
。
こ
と
に
文
学
研
究
の
側
か
ら
み
て

興
味
深
い
点
は
、
古
代
の
女
性
天
皇
代
に
、
現
存
す
る
上
代
文
学
の
主
要
文
献
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現
存
す
る
『
万
葉
集
』
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
し
た
言

説
が
生
ま
れ
る
何
ら
か
の
背
景
が
孝
謙
天
皇
代
に
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
あ

る
。
そ
の
孝
謙
天
皇
（
称
徳
天
皇
）
も
ま
た
女
性
で
あ
る
。

遷
都
に
関
わ
る
事
績
を
み
て
も
、
同
様
の
感
懐
が
去
来
す
る
。

　

六
〇
三
年　

小
墾
田
宮
遷
居
（
推
古
天
皇
）

　

六
四
三
年　

飛
鳥
板
蓋
宮
遷
宮
（
皇
極
天
皇
）

　

六
五
六
年　

後
飛
鳥
岡
本
宮
造
営
（
斉
明
天
皇
）

　

六
九
四
年　

藤
原
宮
遷
都
（
持
統
天
皇
）

　

七
一
〇
年　

平
城
京
遷
都
（
元
明
天
皇
）

推
古
天
皇
代
に
飛
鳥
に
歴
代
の
宮
が
営
ま
れ
始
め
、
持
統
天
皇
代
に
初
の
中

国
式
都
城
で
あ
っ
た
藤
原
京
へ
の
遷
都
が
な
さ
れ
、
元
明
天
皇
代
に
平
城
遷
都

が
な
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
吉
野
離
宮
の
造
営
な
ど
も
斉
明
天
皇
代
と
持
統
天
皇

代
に
特
徴
的
で
あ
り
、
斉
明
天
皇
は
両
槻
宮
や
狂
心
渠
を
築
造
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
目
下
の
関
心
事
で
あ
る
推
古
天
皇
代
に
は
、
飛
鳥
寺
が
完
成
し
、

中
国
式
の
暦
が
も
た
ら
さ
れ
、
初
の
薬
猟
が
行
わ
れ
、
作
庭
技
術
や
伎
楽
な
ど

の
外
来
文
化
も
も
た
ら
さ
れ
た
。

そ
う
し
た
古
代
日
本
の
女
性
天
皇
た
ち
は
、
他
国
の
女
性
の
為
政
者
た
ち
の

例
と
く
ら
べ
て
み
る
と
、
人
数
的
に
も
事
績
と
し
て
も
突
出
し
て
い
る
。
六
世

禮
、
年
は
是
廿
八
。
人
と
爲
り
聰
く
明
く
し
て
、
目
を
度
れ
ば
口
に
誦
み
、

耳
に
拂
る
れ
ば
心
に
勒
す
。
即
ち
、
阿
禮
に
勅
語
し
て
、
帝
皇
日
繼
と
先

代
舊
辭
と
を
誦
み
習
は
し
め
た
ま
ひ
き
。
然
れ
ど
も
、
運
移
り
世
異
り
て
、

未
だ
其
の
事
を
行
ひ
た
ま
は
ず
。（
中
略
）

焉
に
、
舊
辭
の
誤
り
忤
へ
る
を
惜
し
み
、
先
紀
の
謬
り
錯
へ
る
を
正
さ
む

と
し
て
、
和
銅
四
年
九
月
十
八
日
を
以
て
、
臣
安
萬
侶
に
詔
は
く
、「
稗

田
阿
禮
が
誦
め
る
勅
語
の
舊
辭
を
撰
ひ
録
し
て
獻
上
れ
」
と
の
り
た
ま
へ

ば
、謹
み
て
詔
旨
の
隨
に
、子
細
に
採
り
摭
ひ
つ
。　
　
（『
古
事
記
』序
文
）

元
明
天
皇
代
に
は
ほ
か
に
も
、
風
土
記
撰
上
の
官
命
が
下
さ
れ
も
し
て
い
る
。

ま
た
、『
古
事
記
』
と
並
び
称
さ
れ
、
六
国
史
の
最
初
で
あ
る
『
日
本
書
紀
』

は
、
同
じ
く
女
性
で
あ
る
元
正
天
皇
代
に
完
成
し
た
。
ま
た
、
現
存
す
る
最
古

の
漢
詩
集
で
あ
る
『
懐
風
藻
』
が
完
成
し
た
の
も
、
孝
謙
天
皇
の
代
で
あ
る
。

な
お
、『
万
葉
集
』
の
最
終
歌
の
作
歌
年
次
は
七
五
九
年
で
あ
る
が
、
編
纂

年
次
は
判
然
と
し
な
い
。
大
伴
家
持
（
七
八
五
年
没
）
が
編
纂
に
関
わ
っ
て
い

た
可
能
性
が
高
い
と
し
て
も
、
そ
れ
以
降
の
人
の
手
が
入
っ
て
い
る
こ
と
は
疑

え
な
い）

（1
（

。
現
存
す
る
物
と
同
じ
「
二
〇
巻
」
と
明
記
さ
れ
た
『
万
葉
集
』
へ
の

言
及
は
、『
後
拾
遺
和
歌
集
』（
一
〇
八
六
年
）
の
序
文
が
初
出
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
現
在
い
う
と
こ
ろ
の
『
万
葉
集
』
を
指
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら

な
い
の
で
あ
る
が
、『
栄
華
物
語
』（
一
〇
二
八
～
三
七
年
）
に
お
い
て
、
孝
謙

天
皇
の
御
代
に
橘
諸
兄
を
し
て
『
万
葉
集
』
を
選
ば
せ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
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古
天
皇
自
身
と
い
う
よ
り
は
、
厩
戸
皇
子
（
聖
徳
太
子
）
と
蘇
我
馬
子
と
い
う

古
代
史
上
あ
ま
り
に
著
名
な
人
物
が
活
動
し
た
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら

を
中
心
に
言
及
さ
れ
て
き
た
感
は
否
め
な
い
。

推
古
紀
の
物
語
性
を
考
え
る
際
に
も
、
ま
ず
想
起
さ
れ
る
の
は
厩
戸
皇
子
に

ま
つ
わ
る
挿
話
群
で
あ
る
。
厩
で
の
出
生
や
片
岡
山
で
の
飢
者
と
の
邂
逅
な

ど
、
後
世
に
聖
徳
太
子
伝
説
を
形
成
す
る
核
と
な
る
物
語
が
、
す
で
に
『
日
本

書
紀
』
に
お
い
て
記
さ
れ
て
い
る
の
は
よ
く
知
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
方
で
、

推
古
天
皇
自
身
の
挿
話
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
は
こ

な
か
っ
た
。

文
学
的
な
視
点
か
ら
み
る
と
、『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
、
推
古
天
皇
は
き

わ
め
て
優
れ
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
た
と
え
ば
次

の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

豊
御
食
炊
屋
姫
天
皇
は
、
天
国
排
開
広
庭
天
皇
の
中
女
な
り
。
橘
豊
日
天

皇
の
同
母
妹
な
り
。
幼
く
ま
し
ま
し
し
と
き
に
額
田
部
皇
女
と
曰
す
。
姿

色
端
麗
に
し
て
、
進
止
軌
制
あ
り
。
年
十
八
歳
に
し
て
、
立
ち
て
渟
中
倉

太
玉
敷
天
皇
の
皇
后
と
為
り
た
ま
ひ
、
三
十
四
歳
に
し
て
、
渟
中
倉
太
珠

敷
天
皇
崩
り
ま
し
ぬ
。
三
十
九
歳
に
し
て
、
泊
瀬
部
天
皇
の
五
年
の
十
一

月
に
当
り
て
、
天
皇
、
大
臣
馬
子
宿
禰
の
為
に
殺
せ
ら
れ
た
ま
ひ
ぬ
。
嗣

位
、
既
に
空
し
。
群
臣
、
渟
中
倉
太
珠
敷
天
皇
の
皇
后
額
田
部
皇
女
に
請

し
て
、
踐
祚
さ
し
め
ま
つ
ら
む
と
す
。
皇
后
辞
譲
び
た
ま
ふ
。
百
寮
、
上

紀
～
八
世
紀
の
女
性
の
為
政
者
と
し
て
、
次
の
名
が
知
ら
れ
る
。

　

善
徳
女
王
（
新
羅
／
六
三
二
～
六
四
七
）

　

真
徳
女
王
（
新
羅
／
六
四
七
～
六
五
四
）

　

武
則
天
（
武
周
／
在
位
六
九
〇
～
七
〇
五
）

　

エ
イ
レ
ー
ネ
ー
（
東
ロ
ー
マ
／
在
位
七
九
七
～
八
〇
二
）

い
ず
れ
も
推
古
天
皇
よ
り
は
後
の
在
位
で
あ
る
。
歌
垣
や
食
文
化
な
ど
、
共

通
点
も
多
い
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
に
お
い
て
も
、
推
古
天
皇
と
い
う
女
性
天
皇
の

登
場
は
最
初
の
事
例
で
あ
り
、
東
ロ
ー
マ
帝
国
の
エ
イ
レ
ー
ネ
ー
に
い
た
っ
て

は
、
時
の
ロ
ー
マ
教
皇
レ
オ
三
世
は
即
位
を
認
め
て
い
な
か
っ
た）

（1
（

。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
国
史
で
あ
る
『
日
本
書
紀
』
が
、
初
の
女
性
天

皇
を
ど
う
描
き
、
ど
う
位
置
付
け
て
い
る
か
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

三
　
推
古
天
皇
の
人
物
造
形

推
古
天
皇
に
関
す
る
研
究
の
従
来
の
観
点
は
大
き
く
二
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

一
つ
め
は
女
性
天
皇
に
つ
い
て
、
二
つ
め
は
厩
戸
皇
子
（
聖
徳
太
子
）
や
蘇
我

馬
子
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
歴
史
学
的
な
関
心
で
あ
る
と

い
え
る
。

推
古
天
皇
代
に
つ
い
て
は
、
膨
大
な
研
究
史
の
蓄
積
が
あ
る
。
た
だ
し
、
推
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む
。
豈
独
り
朕
の
不
賢
の
み
な
ら
む
や
。
大
臣
も
不
忠
に
な
り
な
む
。
是
、

後
葉
の
悪
名
な
ら
む
」
と
の
た
ま
ひ
て
、
聴
し
た
ま
は
ず
。

（
推
古
天
皇
三
十
二
年
十
月
）

推
古
天
皇
は
、
叔
父
に
あ
た
る
蘇
我
馬
子
の
傀
儡
と
み
な
さ
れ
て
き
た
き
ら

い
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
叙
述
の
上
で
は
、
そ
う
し
た
立
場
に
甘
ん
じ
て

は
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
な
お
、「
愚
痴
の
婦
人
」
と
い
う
自
称
は
、

仏
教
用
語
で
あ
る
三
毒
の
う
ち
の
一
つ
「
痴
」
を
踏
ま
え
た
発
言
で
あ
っ
た
と

す
れ
ば
、
仏
教
興
隆
の
時
代
の
天
皇
に
相
応
し
い
発
言
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

賢
帝
と
い
う
人
物
像
は
、
そ
の
晩
年
に
も
貫
か
れ
て
い
る
。

　

秋
九
月
の
己
巳
の
朔
に
し
て
戊
子
に
、
始
め
て
天
皇
の
喪
礼
を
起
す
。

是
の
時
に
、
群
臣
、
各
殯
宮
に
誄
ま
を
す
。
是
よ
り
先
に
、
天
皇
、
群
臣

に
遺
詔
し
て
曰
は
く
、「
比
年
、
五
穀
登
ら
ず
。
百
姓
大
き
に
飢
う
。
其
れ
、

朕
が
為
に
陵
を
興
て
て
厚
く
葬
る
こ
と
勿
れ
。
便
ち
竹
田
皇
子
の
陵
に
葬

る
べ
し
」と
の
た
ま
ふ
。　
　
　
　
　
　
　
（
推
古
天
皇
三
十
六
年
九
月
）

民
へ
の
飢
饉
の
影
響
を
憂
え
て
、
自
分
の
た
め
に
新
た
な
陵
墓
を
営
む
こ
と

を
禁
じ
て
お
り
、
徳
の
あ
る
天
皇
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
の
死
を
暗
示
さ
せ
る
描
写
に
も
、「
日
、
蝕
え
尽
き
た
る
こ
と
有
り
」（
推

古
天
皇
三
十
六
年
三
月
）
と
、
こ
れ
も
『
後
漢
書
』
な
ど
に
な
ら
い
つ
つ
、
日

表
り
て
歓
進
る
。
三
に
至
り
て
乃
ち
従
ひ
た
ま
ふ
。
因
り
て
天
皇
の
璽
印

を
奉
る
。　
　
　
（『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
十
二　

推
古
天
皇
即
位
前
紀
）

見
目
麗
し
い
だ
け
で
な
く
、
立
ち
居
振
る
舞
い
も
人
々
の
規
範
と
な
る
べ
き

人
物
で
あ
り
、
崇
峻
天
皇
亡
き
後
、
群
臣
か
ら
皇
位
継
承
を
待
望
さ
れ
て
も
二

度
ま
で
断
り
、
三
度
目
に
し
て
よ
う
や
く
応
え
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
漢
文
表

現
に
つ
い
て
は
、『
後
漢
書
』
の
記
述
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。
こ
れ

が
事
実
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
中
国
の
史
書
を
踏
ま
え
つ
つ
、
謙

虚
さ
を
兼
ね
備
え
た
賢
帝
と
し
て
描
こ
う
と
し
た
意
図
が
窺
え
る
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
蘇
我
馬
子
へ
の
発
言
も
、
同
様
の
人
物
像
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
て
い
る
。

冬
十
月
の
癸
卯
の
朔
に
、
大
臣
、
阿
曇
連
［
名
を
闕
せ
り
］・
阿
倍
臣
摩

侶
、
二
臣
を
遣
し
て
、
天
皇
に
奏
さ
し
め
て
曰
さ
く
、「
葛
城
県
は
、
元

臣
が
本
居
な
り
。
故
、
其
の
県
に
因
り
て
姓
名
を
為
せ
り
。
是
を
以
ち
て
、

冀
は
く
は
、
常
に
其
の
県
を
得
り
て
、
臣
が
封
県
と
せ
む
と
欲
ふ
」
と

ま
を
す
。
是
に
天
皇
、
詔
し
て
曰
は
く
、「
今
し
朕
は
蘇
何
よ
り
出
で
た

り
。
大
臣
は
亦
朕
が
舅
た
り
。
故
、
大
臣
の
言
は
、
夜
に
言
さ
ば
夜
も
明

さ
ず
、
日
に
言
さ
ば
日
も
晩
さ
ず
、
何
の
辞
を
か
用
ゐ
ざ
ら
む
。
然
る
を
、

今
し
朕
が
世
に
し
て
、
頓
に
是
の
県
を
失
ひ
て
ば
、
後
の
君
の
曰
は
ま
く
、

『
愚
痴
の
婦
人
、
天
下
に
臨
み
て
頓
に
其
の
県
を
亡
せ
り
』
と
の
た
ま
は
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冬
十
月
に
、
百
済
の
僧
観
勒
来
り
。
仍
り
て
暦
本
と
天
文
・
地
理
の
書
、

并
せ
て
遁
甲
・
方
術
の
書
と
を
貢
る
。
是
の
時
に
、
書
生
三
四
人
を
選
び

て
、観
勒
に
学
び
習
は
し
む
。　
　
　
　
　
　
　
（
推
古
天
皇
十
年
十
月
）

中
国
暦
の
導
入
と
そ
れ
に
伴
う
宮
廷
儀
礼
の
実
施
は
、
こ
の
時
に
始
ま
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
宮
廷
儀
礼
の
一
つ
で
あ
る
五
月
五
日
の
「
薬

猟
」
も
、
推
古
紀
に
あ
る
次
の
記
事
が
初
出
で
あ
る
。

十
九
年
の
夏
五
月
の
五
日
に
、
菟
田
野
に
薬
猟
す
。
鷄
鳴
時
を
取
り
て
、

藤
原
池
の
上
に
集
ふ
。
会
明
を
以
て
乃
ち
往
く
。
粟
田
細
目
臣
を
前
の
部

領
と
し
、
額
田
部
比
羅
夫
連
を
後
の
部
領
と
す
。
是
の
日
に
、
諸
臣
の
服

の
色
、
皆
冠
の
色
に
隨
ひ
、
各
髻
華
を
着
せ
り
。
則
ち
大
徳
・
小
徳
は
並

に
金
を
用
ゐ
、
大
仁
・
小
仁
は
豹
尾
を
用
ゐ
、
大
礼
よ
り
以
下
は
鳥
の
尾

を
用
ゐ
た
り
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
推
古
天
皇
十
九
年
五
月
）

一
月
七
日
の
「
人
日
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
記
事
に
は
和
歌
も

含
ま
れ
て
い
る
。

二
十
年
の
春
正
月
の
辛
巳
の
朔
に
し
て
丁
亥
に
、
置
酒
し
て
群
卿
に
宴

す
。
是
の
日
に
、
大
臣
、
寿
上
り
て
歌
し
て
曰
さ
く
、

蝕
が
崩
御
の
予
兆
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
中
国
史
書
の
「
五
行
志
」
に
あ
る

よ
う
な
天
地
自
然
の
記
事
が
、
人
事
の
予
兆
や
風
刺
に
多
用
さ
れ
て
い
る
。

推
古
天
皇
は
、
自
分
の
後
継
者
を
明
確
に
は
指
名
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

が
、病
床
で
そ
れ
と
目
さ
れ
て
い
た
二
皇
子
と
接
見
し
、助
言
を
与
え
て
も
い
る
。

　

壬
子
に
、
天
皇
、
病
甚
し
く
し
て
、
諱
む
べ
か
ら
ず
。
則
ち
田
村
皇
子

を
召
し
て
謂
り
て
曰
は
く
、「
天
位
に
昇
り
て
鴻
基
を
経
綸
め
、
万
機
を

馭
ら
し
て
黎
元
を
亭
育
す
る
こ
と
は
、
本
よ
り
輙
く
言
ふ
も
の
に
非
ず
。

恒
に
重
み
す
る
所
な
り
。
故
、
汝
慎
み
て
察
に
せ
よ
。
輙
く
言
ふ
べ
か
ら

ず
」
と
の
た
ま
ふ
。
即
日
に
、
山
背
大
兄
を
召
し
て
教
へ
て
曰
は
く
、「
汝

は
肝
稚
し
。
若
し
心
に
望
む
と
雖
も
、
諠
言
す
る
こ
と
勿
れ
。
必
ず
群
言

を
待
ち
て
従
ふ
べ
し
」と
の
た
ま
ふ
。　　

   （
推
古
天
皇
三
十
六
年
三
月
）

田
村
皇
子
は
次
に
舒
明
天
皇
と
し
て
即
位
す
る
人
物
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
為

政
者
と
し
て
の
心
構
え
や
言
動
を
簡
潔
に
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
の
皇
位

が
暗
示
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
の
厩
戸
皇
子
の
忘
れ
形
見
で
あ
る
山
背
大
兄
に

は
、
口
を
慎
み
群
臣
の
言
葉
を
酌
む
よ
う
助
言
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
記
述
に

つ
い
て
は
、
舒
明
天
皇
の
即
位
を
正
当
化
す
る
た
め
の
後
代
の
書
き
入
れ
で

あ
っ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。

ま
た
、
厩
戸
皇
子
や
蘇
我
馬
子
の
事
績
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
と
も
、
推
古

紀
が
初
出
と
い
う
事
柄
は
多
い
。
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
記
事
で
あ
る
。
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そ
れ
に
和
し
た
推
古
天
皇
の
歌
は
、
蘇
我
氏
礼
賛
の
寿
歌
で
あ
る
。
日
向
の

駒
や
呉
の
真
刀
に
な
ぞ
ら
え
て
、
大
君
が
蘇
我
一
族
を
使
う
の
は
も
っ
と
も
な

こ
と
だ
と
讃
え
て
い
る
。
そ
の
表
現
に
は
、
自
敬
表
現
と
も
い
え
る
部
分
も
あ

る
が
、
宮
廷
で
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
り
御
製
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ

な
い
。

和
歌
や
内
密
の
会
話
文
な
ど
、
さ
な
が
ら
ド
ラ
マ
の
一
シ
ー
ン
の
よ
う
な
こ

れ
ら
の
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
記
述
は
、
そ
も
そ
も
、
い
つ
・
誰
が
見
聞
し
、
文
字

化
し
得
た
の
だ
ろ
う
か
。

和
歌
や
会
話
文
を
記
録
す
る
に
は
、
独
特
の
記
載
方
法
が
考
案
さ
れ
て
い
る

必
要
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
と
に
和
歌
は
、
漢
文
体
で
の
記
録
は
困
難
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
い
わ
ゆ
る
万
葉
仮
名
が
開
発
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

万
葉
仮
名
に
よ
る
和
歌
の
表
記
が
実
際
に
は
い
つ
頃
始
ま
っ
た
の
か
、
ま
だ

断
定
は
で
き
な
い
が
、
現
時
点
で
の
最
古
例
は
七
世
紀
中
頃
の
万
葉
仮
名
で
書

か
れ
た
歌
木
簡
で
あ
る）

（1
（

。
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
半
世
紀
近
く
遡
る
推
古
天
皇
の
時

代
に
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
和
歌
が
文
字
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
た
と
は
、
今
の

と
こ
ろ
考
え
難
い
。
推
古
天
皇
二
十
八
年
に
、
厩
戸
皇
子
と
蘇
我
馬
子
が
「
天

皇
記
」
や
「
国
記
」
な
ど
を
記
録
し
た
と
い
う
記
事
も
み
え
る
が
、
い
ず
れ
も

現
存
せ
ず
、
実
際
に
記
録
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
漢
文
体
で
書
か
れ
て
い
た

可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
今
更
言
う
ま
で
も
無
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
誰
か

が
後
代
に
、
和
歌
や
会
話
文
な
ど
を
叙
述
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

や
す
み
し
し　

我
が
大
君
の　

隠
り
ま
す　

天
の
八
十
蔭　

出
で
立

た
す　

み
そ
ら
を
見
れ
ば　

万
代
に　

か
く
し
も
が
も　

千
代
に
も

か
く
し
も
が
も　

畏
み
て　

仕
へ
奉
ら
む　

拝
み
て　

仕
へ
ま
つ
ら

む　

歌
づ
き
ま
つ
る

と
ま
を
す
。
天
皇
、
和
へ
て
曰
は
く
、

真
蘇
我
よ　

蘇
我
の
子
ら
は　

馬
な
ら
ば　

日
向
の
駒　

太
刀
な

ら
ば　

呉
の
真
刀　

諾
し
か
も　

蘇
我
の
子
ら
を　

大
君
の　

使
は

す
ら
し
き

　

と
の
た
ま
ふ
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
推
古
天
皇
二
十
年
正
月
）

こ
れ
ら
は
蘇
我
馬
子
と
斉
明
天
皇
に
よ
る
唱
和
の
記
録
で
あ
る
。
馬
子
が
寿

上
し
た
長
歌
の
冒
頭
部
で
あ
る
「
や
す
み
し
し　

我
が
大
君
」
と
は
、『
万
葉

集
』
巻
一
・
三
六
番
歌
な
ど
に
み
ら
れ
る
、
天
皇
讃
歌
に
特
徴
的
な
表
現
で
あ

る
。
持
統
天
皇
・
文
武
天
皇
の
時
代
に
活
動
し
た
柿
本
人
麻
呂
に
特
徴
的
な
表

現
と
さ
れ
、
こ
の
歌
が
推
古
天
皇
代
に
詠
ま
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
か
な
り
さ
か

の
ぼ
る
時
期
の
例
と
な
る
。
歌
に
よ
っ
て
仕
え
ま
つ
る
と
い
う
君
臣
和
楽
の
思

想
も
、
中
国
式
の
律
令
国
家
と
し
て
の
体
裁
が
整
っ
て
か
ら
、
聖
武
天
皇
代
の

行
幸
讃
歌
な
ど
に
み
ら
れ
る
発
想
で
あ
る
。
記
紀
歌
謡
は
後
か
ら
挿
入
さ
れ
た

場
合
も
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り）

（1
（

、
こ
の
歌
も
、
史
実
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
叙
述
上
の
必
要
か
ら
後
代
の
歌
が
活
用
さ
れ
、
挿
入
さ
れ
た
可
能
性
が

あ
る
。
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三
年
の
夏
四
月
に
、
沈
水
、
淡
路
島
に
漂
着
れ
り
。
其
の
大
き
さ
一
囲

な
り
。
島
人
、
沈
水
と
い
ふ
こ
と
を
知
ら
ず
し
て
、
薪
に
交
て
て
竈
に
焼

く
。
其
の
烟
気
、
遠
く
薫
る
。
則
ち
異
な
り
と
し
て
献
る
。

（
推
古
天
皇
三
年
四
月
）

二
十
五
年
の
夏
六
月
に
、
出
雲
国
の
言
さ
く
、「
神
戸
郡
に
瓜
有
り
。

大
き
さ
缶
の
如
し
」と
ま
を
す
。　

         

（
推
古
天
皇
二
十
五
年
六
月
）

二
十
七
年
の
夏
四
月
の
己
亥
の
朔
に
し
て
壬
寅
に
、
近
江
国
の
言
さ
く
、

「
蒲
生
河
に
物
有
り
。
そ
の
形
、
人
の
如
し
」
と
ま
を
す
。

秋
七
月
に
、
攝
津
国
に
漁
父
有
り
て
、
罟
を
堀
江
に
沈
け
り
。
物
有
り

て
罟
に
入
る
。
其
の
形
、
児
の
如
し
。
魚
に
も
非
ず
、
人
に
も
非
ず
、
名

け
む
所
を
知
ら
ず
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
推
古
天
皇
二
十
七
年
）

こ
れ
ら
は
短
い
記
述
ば
か
り
で
あ
る
が
、
読
後
に
何
と
も
不
思
議
な
後
味
を

感
じ
さ
せ
る
。

推
古
天
皇
三
年
四
月
の
「
沈
水
」（
沈
水
香
木
・
沈
香
）
の
記
事
は
、「
異
な

り
」
と
し
て
献
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
吉
兆
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

沈
香
と
は
、
東
南
ア
ジ
ア
に
生
息
す
る
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
科
の
植
物
で
あ
り
、

風
雨
や
病
害
虫
な
ど
に
よ
り
木
部
に
傷
を
受
け
る
と
、
そ
の
部
分
を
防
護
す

核
と
な
る
べ
き
事
柄
が
口
承
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
あ
る
べ
き
「
歴
史
」
と

し
て
、
記
す
べ
き
事
績
が
取
捨
選
択
さ
れ
、
再
構
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

推
古
紀
に
つ
い
て
は
、
そ
の
用
語
の
偏
在
な
ど
か
ら
、
少
な
く
と
も
一
部
は
大

宝
元
年
（
七
〇
一
）
以
降
、
一
部
は
さ
ら
に
後
の
養
老
二
年
（
七
一
八
）
以
降

に
も
加
筆
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。

そ
れ
が
何
ら
か
の
政
治
的
意
図
に
基
づ
い
て
い
た
と
し
て
も
、
推
古
天
皇
の

賢
く
謙
虚
で
徳
の
あ
る
人
物
造
形
を
志
向
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、
女
性
天

皇
の
位
置
付
け
を
考
え
る
上
で
も
、
見
過
ご
し
に
で
き
な
い
点
で
あ
ろ
う
。

四
　
推
古
天
皇
代
に
お
け
る
挿
話

前
節
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
推
古
天
皇
自
身
の
人
物
造
形
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
そ
の
他
の
挿
話
に
も
興
味
を
そ
そ
る
内
容
が
散
見
さ
れ
る
。

聖
徳
太
子
に
ま
つ
わ
る
挿
話
意
外
に
も
、国
内
外
か
ら
の
珍
し
い
動
物
（
鵲
・

孔
雀
・
白
鹿
・
白
雉
な
ど
）
の
献
上
記
事
や
、
桃
や
李
な
ど
の
植
物
の
開
花
記

事
も
あ
り
、
中
国
史
書
の
「
五
行
志
」
に
も
と
づ
く
天
皇
の
政
治
の
徳
を
示
す

瑞
祥
や
そ
の
他
の
予
兆
が
描
か
れ
て
い
る
。
中
国
に
お
い
て
、
瑞
祥
が
得
ら
れ

る
の
は
聖
天
子
の
証
で
あ
り
、
大
和
に
お
い
て
も
、
瑞
祥
を
描
く
こ
と
で
そ
れ

に
匹
敵
す
る
聖
帝
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
こ
と
で
は
説
明
し
得
な
い
、
不
思
議
な
挿
話
も
み
え
る
。
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は
産
物
と
し
て
「
瓜
」
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
缶
」
の
よ
う
な
大
き
さ

の
瓜
が
な
る
の
は
尋
常
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
推
古
紀
に
記
録
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
十
七
年
四
月
と
七
月
の
記
事
は
、
と
も
に
人
魚
を
思
わ
せ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

で
あ
り
、
連
続
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
留
意
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
何
か
を

予
兆
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。『
聖
徳
太
子
伝
暦
』（
九

一
七
年
）
に
は
、
人
魚
は
瑞
祥
で
は
な
く
「
国
禍
」
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る

が
、
七
世
紀
初
め
に
同
様
の
発
想
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
。
た
だ
、

人
の
よ
う
な
形
の
何
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
物
体
と
い
う
の
は
、
現
代
の
目
で
み

る
と
ど
こ
か
不
気
味
さ
を
ぬ
ぐ
え
な
い
。

ほ
か
に
も
、
二
十
八
年
十
二
月
に
「
天
に
赤
気
有
り
」
と
記
さ
れ
て
は
い
る

も
の
の
、
当
該
記
事
に
つ
い
て
は
、『
魏
志
』
や
『
晋
書
』
に
あ
る
よ
う
な
陰

謀
や
兵
気
と
も
理
解
し
難
い
例
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
そ
の
記
述
の
意
図
は
す

で
に
判
然
と
し
な
い
と
い
う
ほ
か
な
い
。

先
の
人
形
の
物
体
の
記
事
の
直
前
に
は
、
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
記
さ

れ
て
い
る
。

是
の
年
に
、
河
辺
臣
［
名
を
闕
せ
り
］
を
安
芸
国
に
遣
し
て
、
舶
を
造

ら
し
む
。
山
に
至
り
て
舶
材
を
覓
ぐ
。
便
ち
好
き
材
を
得
て
、
名
ざ
し
て

伐
ら
む
と
す
。時
に
人
有
り
て
曰
く
、「
霹
靂
の
木
な
り
。伐
る
べ
か
ら
ず
」

と
い
ふ
。
河
辺
臣
の
曰
く
、「
其
れ
雷
の
神
な
り
と
雖
も
、
豈
皇
の
命
に

る
た
め
に
樹
脂
を
分
泌
し
蓄
積
す
る
。
そ
れ
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
は
香
木
と
し

て
珍
重
さ
れ
、
と
く
に
質
の
良
い
物
を
伽
羅
と
い
う
。
沈
香
も
伽
羅
も
、
現
代

で
も
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
香
木
の
一
つ
で
あ
る
。
常
温
で
は
無
臭
で
あ
る
が
、

熱
す
る
と
独
特
の
芳
香
を
放
つ
。
樹
脂
を
分
泌
し
蓄
積
し
た
状
態
は
非
常
に
重

く
、
水
に
沈
む
こ
と
か
ら
「
沈
水
」「
沈
香
」
と
呼
ば
れ
た
。

日
本
列
島
の
内
海
に
あ
る
淡
路
島
に
、
水
に
沈
む
性
質
を
持
つ
東
南
ア
ジ
ア

の
天
然
香
木
が
流
れ
着
く
可
能
性
は
極
め
て
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
当
時
、

人
的
往
来
が
皆
無
で
あ
っ
た
と
は
い
え
ず
、
何
ら
か
の
人
為
的
な
理
由
に
よ
っ

て
、
淡
路
島
に
漂
着
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
な
お
、
前
後
の
記
事
は

仏
教
に
関
わ
る
内
容
で
あ
り
、
そ
れ
と
の
関
連
を
考
え
て
み
る
べ
き
か
も
し
れ

な
い
。

二
十
五
年
六
月
の
「
瓜
」
の
話
は
、実
際
に
起
こ
っ
た
事
柄
だ
っ
た
と
し
て
も
、

な
ぜ
こ
と
さ
ら
に
記
録
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
古
代
に
お
い
て
は
書
く
べ

き
内
容
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
今
と
な
っ
て
は
意
図
が
十
分
に
は
わ
か
ら
な
い
。

出
雲
国
神
戸
郡
（
神
門
郡
）
は
、
現
在
の
島
根
県
出
雲
市
に
あ
た
り
、
郡
名
は

神
門（
鳥
居
）を
献
納
し
た
神
門
臣
伊
加
曽
然
に
連
な
る
一
族
の
居
住
地
で
あ
っ

た
こ
と
に
拠
る
、
と
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。『
出
雲
国
風

土
記
』
に
特
有
の
意
美
豆
努
命
が
、
国
引
き
を
し
た
際
の
綱
と
伝
え
ら
れ
る
薗

の
松
山
（
薗
の
長
浜
）
が
あ
る
郡
で
あ
る
。「
缶
」
と
は
、『
和
名
抄
』
に
「
盆
、

俗
云
保
止
岐
、
瓦
器
也
。
爾
雅
云
、
盆
謂
之
缶
」
と
あ
り
、
胴
が
太
く
口
が
小

さ
い
、
酒
や
水
を
入
れ
る
素
焼
き
の
器
を
意
味
し
た
。『
出
雲
国
風
土
記
』
に
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そ
れ
に
し
て
も
、
推
古
天
皇
二
十
六
年
か
ら
二
十
七
年
に
か
け
て
唐
突
に
現

れ
る
、魚
と
化
す
雷
神
や
人
形
の
物
体
な
ど
の
挿
話
は
、不
思
議
な
魅
力
を
放
っ

て
い
る
。『
日
本
書
紀
』
に
、
政
治
的
な
記
事
や
中
国
史
書
に
基
づ
く
叙
述
だ

け
に
留
ま
ら
な
い
、
文
学
的
な
興
味
を
感
じ
る
所
以
で
あ
る
。

ま
た
、
推
古
天
皇
代
に
は
、
飛
鳥
寺
が
完
成
す
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
仏
法
興
隆
政
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。
女
人
高
野
な
ど
が
あ
る
よ
う
に
、

後
世
に
は
一
般
に
仏
教
に
お
い
て
女
性
を
忌
避
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
が
、

日
本
初
の
出
家
者
と
な
っ
た
人
物
と
は
女
性
で
あ
っ
た
。
後
の
推
古
天
皇
を
皇

后
と
し
て
い
た
敏
達
天
皇
の
時
代
の
記
事
で
あ
る
。

是
の
歳
に
、
蘇
我
馬
子
宿
禰
其
の
仏
像
二
躯
を
請
け
、
乃
ち
鞍
部
村
主

司
馬
達
等
・
池
辺
直
氷
田
を
遣
し
て
、
四
方
に
使
し
て
修
行
者
を
訪
ひ
覓

め
し
む
。
是
に
唯
播
磨
国
に
の
み
、
僧
還
俗
の
者
を
得
。
名
は
高
麗
の
恵

便
と
い
ふ
。
大
臣
、
乃
ち
以
ち
て
師
と
し
、
司
馬
達
等
が
女
島
を
度
せ
し

む
。
善
信
尼
と
曰
ふ
［
年
十
一
歳
］。
又
善
信
尼
の
弟
子
二
人
を
度
せ
し

む
。
其
の
一
は
、
漢
人
夜
菩
が
女
豊
女
、
名
は
禅
蔵
尼
と
曰
ひ
、
其
の
二

は
、錦
織
壺
が
女
石
女
、名
は
恵
善
尼
と
曰
ふ
［
壺
、此
に
は
都
符
と
云
ふ
］。

馬
子
独
り
仏
法
に
依
り
て
三
尼
を
崇
敬
す
。
乃
ち
三
尼
を
以
ち
て
、
氷

田
直
と
達
等
と
に
付
け
て
、
衣
食
を
供
へ
し
む
。
仏
殿
を
宅
の
東
方
に
経

営
り
、
弥
勒
の
石
像
を
安
置
し
ま
つ
る
。
三
尼
を
屈
請
し
、
大
会
の
設
斎

す
。
此
の
時
に
、
達
等
、
仏
舎
利
を
斎
食
の
上
に
得
た
り
。
舎
利
を
以
ち

逆
は
む
や
」
と
い
ひ
て
、
多
く
幣
帛
を
祭
り
て
、
人
夫
を
遣
り
て
伐
ら
し

む
。
則
ち
大
雨
ふ
り
て
、
雷
電
す
。
爰
に
河
辺
臣
、
剣
案
り
て
曰
く
、「
雷

神
、
人
夫
を
犯
す
こ
と
無
れ
。
我
が
身
を
傷
る
べ
し
」
と
い
ひ
て
、
仰
ぎ

て
待
つ
。
十
余
霹
靂
す
と
雖
も
、
河
辺
臣
を
犯
す
こ
と
得
ず
。
即
ち
少
魚

に
化
り
て
、
樹
の
枝
に
挟
れ
り
。
即
ち
魚
を
取
り
て
焚
く
。
遂
に
其
の
舶

を
修
理
り
つ
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
推
古
天
皇
二
十
六
年
是
歳
条
）

推
古
天
皇
が
河
辺
某
を
現
在
の
広
島
県
に
派
遣
し
て
、
船
を
造
ら
せ
た
と
い

う
内
容
で
あ
る
が
、
よ
い
船
の
材
を
見
出
し
た
も
の
の
、
あ
る
人
か
ら
こ
れ
は

「
霹
靂
の
木
」で
あ
る
か
ら
伐
っ
て
は
な
ら
な
い
と
警
告
さ
れ
た
と
あ
る
。「
霹

靂
の
木
」
と
は
、
よ
く
落
雷
す
る
木
を
意
味
し
、
雷
神
が
宿
る
神
木
と
し
て
畏

れ
ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
雷
神
と
い
え
ど
も
天
皇
の
ご
命
令
に

は
逆
ら
え
な
い
と
し
て
、
神
祀
り
を
行
っ
た
後
、
人
夫
に
木
を
伐
ら
せ
よ
う
と

し
た
。
と
こ
ろ
が
俄
に
大
雨
と
な
り
雷
鳴
が
轟
き
、
河
辺
臣
は
雷
神
に
向
け
て

挑
む
よ
う
に
、
人
夫
を
傷
つ
け
ず
に
我
が
身
を
傷
つ
け
よ
と
剣
を
掲
げ
て
待
っ

た
。
十
回
以
上
も
落
雷
は
あ
っ
た
が
、
こ
と
ご
と
く
河
辺
臣
を
傷
つ
け
る
こ
と

は
で
き
ず
、
つ
い
に
雷
神
は
「
少
魚
」
に
な
っ
て
「
樹
の
枝
に
挟
」
っ
た
の

で
、
そ
れ
を
取
っ
て
焼
い
た
と
い
う
。
そ
れ
に
よ
り
、「
霹
靂
の
木
」
は
伐
ら
れ
、

船
が
完
成
し
た
の
で
あ
り
、
推
古
天
皇
の
命
令
が
雷
神
に
勝
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
も
と
も
と
あ
っ
た
「
霹
靂
の
木
」
に
ま
つ
わ
る
挿
話
と
推
古

天
皇
と
を
関
連
づ
け
、
記
載
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
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元
年
の
春
正
月
の
壬
寅
の
朔
に
し
て
丙
辰
に
、
仏
舎
利
を
以
ち
て
、
法

興
寺
の
刹
柱
の
礎
の
中
に
置
く
。

丁
巳
に
、刹
柱
を
建
つ
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
推
古
天
皇
元
年
正
月
）

七
年
の
夏
四
月
の
乙
未
の
朔
に
し
て
辛
酉
に
、
地
動
り
て
舎
屋
悉
に
破

た
れ
ぬ
。
則
ち
四
方
に
令
し
て
、
地
震
の
神
を
祭
ら
し
む
。　

　
　
　
　
　
　
　
（
推
古
天
皇
七
年
四
月
）

ま
た
、
先
の
仏
舎
利
の
奇
跡
と
は
趣
が
異
な
る
が
、
飛
鳥
寺
の
仏
像
建
立
に

お
い
て
、
次
の
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
記
さ
れ
て
い
る
。

十
四
年
の
夏
四
月
の
乙
酉
の
朔
に
し
て
壬
辰
に
、
銅
・
繍
の
丈
六
の
仏
像
、

並
に
造
り
竟
り
ぬ
。
是
の
日
に
、
丈
六
の
銅
の
像
を
元
興
寺
の
金
堂
に
坐

せ
し
む
。
時
に
仏
像
、
金
堂
の
戸
よ
り
も
高
く
し
て
、
堂
に
納
れ
ま
つ
る

こ
と
得
ず
。
是
に
、
諸
の
工
人
等
、
議
り
て
曰
く
、「
堂
の
戸
を
破
ち
て

納
れ
む
」
と
い
ふ
。
然
る
に
鞍
作
鳥
の
秀
れ
た
る
工
、
戸
を
壊
た
ず
し
て

堂
に
入
る
る
こ
と
得
。
即
日
に
、
設
齋
す
。
是
に
会
集
へ
る
人
衆
、
勝
げ

て
数
ふ
べ
か
ら
ず
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
推
古
天
皇
十
四
年
四
月
）

現
在
も
「
飛
鳥
大
仏
」
と
親
し
ま
れ
て
い
る
元
興
寺
（
現
在
の
鳥
形
山
安
居

て
、
馬
子
宿
禰
に
献
る
。
馬
子
宿
禰
、
試
に
舎
利
を
以
ち
て
、
鉄
の
質
の

中
に
置
き
て
、
鉄
の
鎚
を
振
ひ
て
打
つ
。
其
の
質
と
鎚
と
、
悉
に
摧
壊
れ

ぬ
。
而
れ
ど
も
舎
利
は
摧
毀
る
べ
か
ら
ず
。
又
、
舎
利
を
水
に
投
る
。
舎

利
、
心
の
所
願
の
隨
に
、
水
に
浮
沈
む
。
是
に
由
り
て
、
馬
子
宿
禰
・
池

辺
氷
田
・
司
馬
達
等
、
仏
法
を
保
ち
信
け
て
、
修
行
す
る
こ
と
懈
ら
ず
。

（『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
十　

敏
達
天
皇
十
三
年
是
歳
条
）

当
該
部
分
は
、
日
本
最
初
の
出
家
者
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
周
知
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
最
初
の
設
斎
に
お
い
て
斎
食
の
上
に
仏
舎
利
が
出
現
し
た
り
、
は

て
は
そ
の
仏
舎
利
を
鉄
で
打
ち
砕
こ
う
と
し
て
み
た
り
、
水
に
放
り
込
ん
で
み

た
り
、
と
い
う
出
来
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
鉄
で
も
打
ち
砕
く
こ
と
が
で
き
ず
、

心
に
思
う
ま
ま
に
水
中
を
浮
き
沈
み
す
る
お
よ
そ
実
際
に
は
あ
り
得
な
い
奇
跡

を
確
認
し
て
は
じ
め
て
、
馬
子
ら
は
「
仏
法
を
保
ち
信
け
て
、
修
行
す
る
こ
と

懈
ら
ず
」
と
い
う
心
境
に
至
る
。

当
時
、
外
来
文
化
で
あ
っ
た
仏
教
を
ま
ず
取
り
入
れ
た
の
は
蘇
我
馬
子
で

あ
っ
た
が
、新
興
の
仏
教
に
帰
依
す
る
た
め
に
は
、神
秘
的
な
現
象
が
必
要
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

善
信
尼
た
ち
は
、百
済
に
渡
り
修
行
し
た
後
に
帰
国
し
、桜
井
寺
（
豊
浦
寺
）

に
住
ん
だ
（
崇
峻
天
皇
三
年
三
月
条
）。
そ
う
し
た
時
代
を
経
て
、
推
古
天
皇

代
に
は
い
よ
い
よ
仏
教
が
本
格
的
に
興
隆
す
る
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
神
も
祀

ら
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
次
の
例
よ
う
に
双
方
の
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。
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が
取
捨
選
択
さ
れ
、
再
構
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
日
本
書
紀
』
が
一
書
物
で
あ
る
以
上
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
確
認
し
た
に

過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
不
思
議
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
散
見
さ
れ

る
こ
と
に
も
視
線
を
向
け
た
。
あ
る
い
は
そ
う
し
た
、
す
で
に
現
代
で
は
意
図

を
は
か
り
か
ね
る
よ
う
な
事
柄
を
も
含
め
て
、
当
時
の
概
念
で
は
「
歴
史
」
や

「
史
実
」
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、『
万
葉
集
』
に
は
『
日
本
書
紀
』（「
日
本
紀
」「
紀
」
含
む
）
か
ら
の

引
用
が
一
七
例
み
ら
れ
る
が
、
従
来
は
、『
万
葉
集
』
収
載
の
和
歌
に
関
す
る

周
辺
情
報
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
現
存
す
る
『
日
本
書
紀
』
と
の
整
合
性
や
万

葉
歌
の
歴
史
的
背
景
を
探
る
資
料
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
た

だ
、
現
存
の
『
日
本
書
紀
』
と
同
じ
記
述
で
あ
れ
異
な
る
記
述
で
あ
れ
、
す
べ

て
の
万
葉
歌
に
対
し
て
そ
う
し
た
情
報
が
付
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ

の
多
寡
に
も
内
容
に
も
、
未
だ
考
察
の
余
地
が
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
を
『
日
本

書
紀
』
の
記
事
と
比
較
検
討
す
る
と
き
、
双
方
の
記
述
の
違
い
か
ら
あ
ぶ
り
出

さ
れ
て
く
る
認
識
の
相
違
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
推
古
天
皇
に
つ
い
て
、『
万
葉
集
』
に
は
標
目
に
名
が

あ
が
る
だ
け
で
歌
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
日
本
書
紀
』
に
は
御
製
歌
と

さ
れ
た
歌
が
残
る
。
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
と
い
う
論
点
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
書
物
の
中
の
推
古
天
皇
像
を
み
て
お
き
た
い
。

は
じ
め
に
記
し
た
よ
う
な
『
日
本
書
紀
』
の
活
用
・
普
及
を
考
え
る
際
に
筆

者
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
現
代
の
我
々
に
と
っ
て
何
を
も
た
ら

院
）
の
仏
像
が
完
成
し
た
と
き
、
金
堂
の
戸
よ
り
も
高
く
堂
に
安
置
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
工
人
た
ち
が
金
堂
の
戸
を
壊
し
て
運
び
込
む
し
か

な
い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
仏
像
を
造
っ
た
鞍
作
鳥
が
「
戸
を
壊
た
ず
し

て
堂
に
入
る
る
こ
と
得
」
た
と
あ
る
。
具
体
的
な
方
法
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
こ
と
で
余
計
に
、
手
品
を
見
せ
ら
れ
た
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
も
の
か
と
想

像
を
た
く
ま
し
く
さ
せ
る
。
直
後
に
、
こ
の
年
か
ら
四
月
八
日
の
灌
仏
会
と
七

月
十
五
日
の
盂
蘭
盆
会
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
も
記
さ
れ
、
同
年
五
月

に
、推
古
天
皇
は
鳥
の
祖
父
で
あ
る
司
馬
達
等
や
父
多
須
那
、叔
母
の
島
女
（
善

信
尼
）
ら
の
名
を
あ
げ
て
勅
を
発
し
、
そ
の
際
に
も
法
興
寺
で
の
事
績
を
称
え
、

位
を
授
け
て
い
る
。
そ
の
後
の
仏
教
文
化
の
浸
透
か
ら
考
え
て
も
、
こ
れ
ら
が

極
め
て
重
要
な
挿
話
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。

そ
の
一
方
で
、
先
に
あ
げ
た
雷
神
や
人
魚
な
ど
と
と
も
に
、
推
古
紀
に
挿
入

さ
れ
た
不
思
議
な
話
の
一
つ
と
し
て
の
色
彩
も
放
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

五
　
お
わ
り
に

以
上
、『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
条
の
記
述
を
読
み
直
し
、
現
代
的
な
意
味

で
の
「
歴
史
」
や
「
史
実
」
と
は
い
え
な
い
記
述
を
拾
い
読
み
し
て
み
た
。

『
日
本
書
紀
』
完
成
間
近
の
七
一
八
年
以
降
に
も
加
筆
が
認
め
ら
れ
る
推
古

紀
に
は
、
推
古
天
皇
を
ど
の
よ
う
な
人
物
像
と
し
て
描
く
べ
き
か
、
と
い
う
後

代
の
意
思
が
介
在
し
て
い
た
。
あ
る
べ
き
「
歴
史
」
と
し
て
、
記
す
べ
き
事
績
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（
1
）
折
口
信
夫
「
女
帝
考
」『
思
索
』
第
三
号
、
一
九
四
六
年

（
1
）
井
上
光
貞
「
古
代
の
女
帝
」『
日
本
古
代
国
家
の
研
究
』（
岩
波
書
店
）
一
九
六

四
年

（
1
）
成
清
弘
和
『
女
帝
の
古
代
史
』（
講
談
社
）
二
〇
〇
五
年
、
仁
藤
敦
史
『
女
性
の

世
紀
―
皇
位
継
承
と
政
争
―
』（
角
川
書
店
）
二
〇
〇
六
年
、
近
江
俊
秀
『
道
が

語
る
日
本
古
代
史
』（
朝
日
新
聞
出
版
）
二
〇
一
二
年
、
な
ど

（
1
）
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
著
、
清
水
幾
太
郎
訳
『
歴
史
と
は
何
か
』（
岩
波
書
店
）
一
九
六

二
年

（
1
）
飛
鳥
池
工
房
遺
跡SD

（（11

溝
出
土
木
簡
二
四
四
（
七
世
紀
後
半
）

（
9
）
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館
平
成
二
七
年
度
秋
季
特
別
展
「
人

の
か
た
ち
の
埴
輪
は
な
ぜ
創
ら
れ
た
の
か
」（
会
期
：
二
〇
一
五
年
一
〇
月
三
日

～
一
一
月
二
三
日
）

（
（1
）
上
田
正
昭
『
女
帝
―
古
代
日
本
の
光
と
影
―
』（
講
談
社
）
一
九
七
一
年

（
（（
）
仁
藤
敦
史
『
女
性
の
世
紀
―
皇
位
継
承
と
政
争
―
』（
角
川
書
店
）
二
〇
〇
六
年

（
（1
）
中
西
進
「
万
葉
集
の
成
立
」『
万
葉
集　

全
訳
注
原
文
付
』
一
九
七
八
年

（
（1
）
西
暦
八
〇
〇
年
、
ロ
ー
マ
教
皇
レ
オ
三
世
は
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
国
王
カ
ー
ル

を
「
ロ
ー
マ
皇
帝
」
と
し
て
戴
冠
式
を
実
施
し
た
。

（
（1
）
小
島
憲
之
・
直
木
孝
次
郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・
毛
利
正
守
校
注
『
新
編
日

本
文
学
全
集
３　

日
本
書
紀
②
』（
小
学
館
）
一
九
九
六
年

（
（1
）
水
野
柳
太
郎
「
日
本
書
紀
に
お
け
る
敏
達
天
皇
と
推
古
天
皇
の
記
載
」『
日
本
書

紀
研
究　

第
二
十
四
冊
』
二
〇
〇
二
年

（
（1
）
土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
全
注
釈 

日
本
書
紀
編
』（
角
川
書
店
）
一
九
七
六
年

（
（1
）
難
波
宮
跡
前
期
難
波
宮
内
南
西
隅
付
近
出
土
「
は
る
く
さ
」
木
簡
（
七
世
紀
中
頃
）

（
（1
）
井
上
薫
「
日
本
書
紀
仏
経
伝
来
記
載
考
」『
古
代
日
本
の
政
治
と
宗
教
』（
吉
川

弘
文
館
）
一
九
六
一
年
、
お
よ
び
注
（1

す
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
本
稿
の
テ
ー
マ
の
場
合
、
古
代
に
お

け
る
女
性
天
皇
の
再
評
価
や
、
現
代
に
お
け
る
性
差
に
つ
い
て
も
考
え
る
端
緒

と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。

六
国
史
の
始
め
の
書
を
、
文
学
的
な
興
味
関
心
か
ら
見
る
こ
と
に
、
問
題
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
文
学
的
に
味
わ
う
こ
と
を
ま
ず
自
ら
が
楽
し

み
、
そ
れ
を
広
く
提
案
し
て
い
く
こ
と
も
、
当
館
の
よ
う
な
文
化
施
設
に
所
属

す
る
者
の
責
務
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

※
『
万
葉
集
』
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
中
西
進
校
注
『
万
葉
集　

全
訳
注
原

文
付
』〈
講
談
社
〉
に
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
つ
い
て
は
、
山
口
佳
紀
・

神
野
志
隆
光
校
注
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集『
古
事
記
』〈
小
学
館
〉、小
島
憲
之
・

直
木
孝
次
郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・
毛
利
正
守
校
注
新
編
日
本
古
典
文
学
全

集
『
日
本
書
紀
』〈
小
学
館
〉
に
拠
っ
た
。

注（
（
）
日
本
遺
産
「
日
本
国
創
成
の
と
き
―
飛
鳥
を
翔
た
女
性
た
ち
―
」
二
〇
一
五
年

四
月
二
四
日
文
化
庁
指
定

http://w
w

w
.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/nihon_isan/

（
1
）
奈
良
県
「
記
紀
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

http://w
w

w
1.pref.nara.jp/m

iryoku/narakikim
anyo/

（
1
）
喜
田
貞
吉
『
喜
田
貞
吉
著
作
集　

三　

国
史
と
仏
教
史
』（
平
凡
社
）一
九
八
一
年




